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査
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就職への不安

過半数の学生が「就職できるかどうか」について不安に感じている

就職への不安について聞いてみたところ、第１位は「就職できるかどうか」で50.5％、第２位は「自分の適

性にあった職業を選べるか」で40.6％、第３位は「就職すること自体」で29.7％という結果であった。

第１位の「就職できるかどうか」について、前回調査（2014年度）と比較すると8.3ポイント低くなっており、

近年の就職内定率の上昇に伴う回復傾向を感じることができるものの、依然として過半数の学生が就職の可否

に対して不安を抱いている状況といえる。

一方、経過学年でクロス集計表を見ると、「就職先で人間関係にうまくとけ込めるかどうか」の項目につい

て、４年次生の割合は23.1％であった。これは他の学年と比較すると高い結果となっており、全国平均の結果

を見ても同様の結果であった。就職活動を経て、実際に就職する企業が決定するのと同時に、就職活動以外の

不安が増えてきていると捉えることができるだろう。

問55 就職について次のような不安を感じたことがありますか。二つまで選んでください。

【基数：対象者全員】
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就職すること自体

就職できるかどうか

自分の適性にあった職業を選べるか

規則正しい生活ができるかどうか

女性と男性が対等に扱われるか

いつ頃から就職活動をしたらよいか

その他

特に不安を感じたことはない

社会人としてさまざまな拘束を受ける
ことに耐えられるかどうか

就職することによって、自分の生き方
が貫けるかどうか

就職先で人間関係にうまくとけ込める
かどうか

大学院に進学を希望するが、就職す
る時期が遅れる
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